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２．結果概要 
 比較できる市が複数あった項目について記載する。 

 
⑴ 世帯構成                             （単位：％） 

市 全体 ふたり親世帯 ひとり親世帯 
その他 

（無回答等） 

いわき市 
2,245 

（100.0％） 

1,799 

（80.1％） 

310 

（13.8％） 

136 

（6.1％） 

福島市 
2,194 

（100.0％） 

1,810 

（82.5％） 

226 

（10.3％） 

158 

（7.2％） 

秋田市 
1,892 

（100.0％） 

1,674 

（88.5％） 

216 

（11.4％） 

2 

（0.1％） 

・ 各市とも、回答者の約８割がふたり親世帯であり、約１割がひとり親世帯となっている。 

 
⑵ 受けさせたい教育の段階（保護者）                 （単位：％） 

市 高校まで 
短大・高専・ 

専門学校まで 
大学・大学院 まだわからない 

いわき市 16.6 19.1 40.5 22.8 

 ひとり親 25.8 19.7 29.4 23.2 

郡山市（ひとり親）  29.5 21.5 42.5 - 

盛岡市（ひとり親） 19.9 24.7 48.2 4.8 

・ いわき市のひとり親世帯において、他市に比べて「大学・大学院」までとする 

割合が低くなっている。 

 

⑶ 経済的理由で食料が買えなかった経験                （単位：％） 

市 よくあった 
ときどき 

あった 
まれにあった 全くなかった 

いわき市 1.2 5.1 10.3 78.2 

 ひとり親 3.2 11.0 16.5 66.1 

秋田市 2.5 9.0 15.6 70.9 

 ひとり親 6.5 18.1 20.8 50.0 

盛岡市（ひとり親） 8.4 12.0 27.5 51.8 

・ いわき市の全体及びひとり親世帯において、他市に比べて食料が買えなかった経験は 

やや少なくなっている。 
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⑷ 経済的理由で衣類が買えなかった経験                （単位：％） 

市 よくあった 
ときどき 

あった 
まれにあった 全くなかった 

いわき市 2.0 6.1 13.2 73.6 

 ひとり親 4.8 11.6 19.4 61.0 

秋田市 7.2 15.4 15.2 60.5 

 ひとり親 17.6 23.6 18.1 36.6 

・ いわき市は秋田市に比べて、全体及びひとり親世帯ともに、経済的理由で衣類が 

買えなかった経験は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


